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研究成果の概要（和文）： 
 本研究では、日本の中世期以降に常用された宋末の編集者祝穆制作の書物に注目し、日本お

よび周辺地域に波及する過程を、版本研究の方法によって明らかにした。 
その結果、日本における祝穆編書の受容は、『方輿勝覧』と『事文類聚』を中心とし、中世に

は五山周辺における宋元版の使用に限られたことが判明した。その後『方輿勝覧』は、後続の

同類書に交代し、その複製が低調となったのに対し、『事文類聚』は、朝鮮や日本で流行して、

近世初に朝鮮本由来の古活字本が、江戸前期には複数の明版を校合した和刻本が派生、菊池耕

齋の附訓を伴う版本や、抄出された版本が、近世の学者の需要に応じ、広く行われた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 This bibliographical research is focusing on the books edited by Zhu Mu, an editor lived 
in last age of Song dynasty.  

Zhu Mu works were quite popular in the medieval period of Japan, especially the Gozan 
monks usually examined his “Fang yu sheng lan” and “Shi wen lei ju” by its Song-Yuan 
editions. However the “Fang yu sheng lan” was deprived the status by newly edited similar 
books before the early modern age. On the other hand, the “Shi wen lei ju” was printed by 
the old movabletypes in Japan based on its Korean movabletype edition, and also by the 
woodblooks based on plural Ming editions with Japanese annotation added by Kikuchi, 
Kosai, and another digest edition. These later Japanese editions affected Japanese scholars 
in the early modern age.  
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１．研究開始当初の背景 
 

 日本書誌学の記念すべき成果である川瀬
一馬氏の『五山版の研究』と『古活字版之研
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究』は、当該分野の書目と版種の確定に基礎
を与えたのみでなく、日本文化史上に出版文
化の項目を位置付ける、大きな役割を果たし
たが、並行して行われた、長澤規矩也、阿部
隆一両氏による日本伝来漢籍の研究は、五山
版や古活字版の本文系統を定めるためにも
重要な手がかりを遺し、これに基づく版本の
再検討が、広く求められるに至った。 
そこで報告者は、平成１７至１９年度に、
文部科学省科学研究費補助金・若手研究(B)
「日本漢籍の本文形成に関する研究―五山
版・古活字版を中心に―」を実施して、『古
今韻会挙要』『韻府群玉』『氏族大全』『聯珠
詩格』『詩人玉屑』等の書目につき、五山版・
古活字版の形成を視点とする日本漢籍の本
文系統論を試みた。当該研究では、個々の伝
本のレヴェルから各版種の動態を観察、これ
に基づいて版本を比較検討した結果、宋元明
版、朝鮮版と、五山版、古活字版が、複数の
版本に干渉を受けながら展開し、近世の和刻
本に流れ込んでいく様相が明らかになった。 
また同研究で併せ行った『翰墨全書』の版
本研究は、一定以上の規模を有つ書目では、
本邦での版刻がなく、比較的多くの宋元明版
が将来され、唐本そのものが流通し、行われ
た漢籍のあることが指摘された。 
この時点で、日本漢籍の研究を進捗するた
めには、書目の拡大と共に、さらに室町期以
来の元明版、朝鮮の流入と、和刻本漢籍形成
過程を関係付ける、具体的な研究が必要と認
識された。また、五山版、古活字版がなく、
日本では複製されなかった書目でも、日本漢
学に甚大な影響を与えた場合について、考慮
を加える必要が生じた。 
こうした条件に当てはまるのが、宋末の学
者祝穆の作った編著類であり、その宋元明版、
朝鮮版が、日本に於いて如何に行われたのか
を、研究の主題に選んだ。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究では、日本の中世から近世にかけ、
学者の間に広く用いられた祝穆編集書を俎
上に乗せ、その宋元明間の坊刻本が、どのよ
うに日本に波及し定着していったのか、とい
う点を、朝鮮半島の情況を直接、間接に参照
し、明らかにすることを目的とした。 
 祝穆編書を対象とした理由は、諸注釈書の
頻繁な引用など、日本における依拠の証跡が
確実かつ広範な点はもとより、中世以前には
日本での刊行が認められないのに、書目によ
っては、近世になって立て続けに刊行されて
いる所に、日本漢学の基盤的変動が露出する
のではないかと、見込まれたためである。 
 このような事象の研究は、まず第一に、日
本で複製された（条件によって複製されなか
った）漢籍の本文形成過程を考える、書誌学

の事例研究としての意義がある。また第二に、 
中近世に於ける日本文化の展開に対し、並行
する中国や朝鮮の文化動向が、どのような過
程を経て影響を与えたのか、という問題を考
える基礎としても、追究に値する。さらに第
三には、学問動向の社会的背景として、出版
事業の実力と生長が、どのような関係を有っ
たのか、という問題をも視野に収めている。 
 
３．研究の方法 
 
 報告者が従来行ってきた、伝存諸本に直接
取材し、版本の変転と本文系統及び、その相
互干渉を明らかにする手法を、本研究でも継
続した。具体的には、まず設定した書目につ
いて、中国、朝鮮、日本等に散在する伝本の
書誌調査を、なるべく広範に実施し、各種版
本を精確に弁別、その成立と変化の動態を観
察して、本文研究の基礎を確立した。次いで
諸版本の特徴を検討し、本文系統の骨格とな
るべき、版本の依拠関係を明らかにした。さ
らに、版本間の関係に沿って本文を比較し、
異同の性質を考え、本文どうしの干渉の様を
析出した。 
次に、上記の純粋に版本学的な作業に拠り、
漢籍の流通に基づく日本漢学の展開につい
て考察した。この段階では、本文系統の全体
中に、日本流布の版本を特定、その意義を評
価するとともに、文献資料をも勘案して、日
本に於ける流通の様相を究明した。 
加えて、祝穆編書版本の特色に着目し、関
連の事象を取り上げ、検討した。具体的には、
編集の手法そのものの共通性を、宋末成立の
他書中にも探り、これらが日本の中世後期に
受容された学問的脈絡を考察した他、日本漢
文学の背景となった、二次的受容の事例をも
検討した。また本邦近世期版刻の漢籍を特徴
付ける、附訓校注の形成を研究の対象に含め、
本文とは異なる訓注の学問的背景を探究す
る等、検討の多角化を図った。 
 
４．研究成果 
 
 祝穆編書の受容を視点として、中世から近
世に及ぶ日本漢学の基礎過程を考えた結果、
『方輿勝覧』の受容が、中世後期の五山周辺
における漢籍受容の一典型を為すことが明
らかになった。同書は、南宋時代までの各地
の景勝や、人物、故事、作文をまとめた、地
名分けの類書とも言うべき実質を有つが、全
７０巻に及ぶ浩瀚な本文を備え、宋元の禅籍
や文学に親しんだ日本の五山僧にとって、必
要欠くべからざる参考書とされた。 
そのことを徴する現象として、日本の各地
に散在する同書の宋元版は約１０本に及び、
その数は、中国を含む伝本の約半分を占める
ことが指摘され、室町中期、相国寺の僧、亀



泉集証によって、足利義政の書斎とされた慈
照寺東求堂同仁斎を飾る書籍の一に選ばれ
ている（『蔭涼軒日録』）ことも、日本に於け
その定評を示すかと見られる。 
しかしこの『方輿勝覧』は、室町後期に至
ると、後続の『翰墨全書』地理門に代わられ
たことが認められる。その理由は、『三体詩』
の注説に識語を附した月舟寿桂によって語
られたように、『方輿勝覧』が、版図の北半
を金に奪われていた南宋時代の編著であり、
中国に於ける王朝及び、行政区画の変更も重
なって、元明時代の漢籍を読み解くには不十
分とされたことと見られる。 
『方輿勝覧』は、ほぼ宋元版のみによって
行われている。南北朝から室町中期頃までの
本書への需要に照らすと、日本でその出版が
行われなかったことは、本書同様の稠密な版
面を有つ『韻府群玉』２０巻等が、南北朝に
刊行されていることを考えると、当時五山周
辺での出版に宛てられた資財や、刻工の厚み
が、その規模に届かなかったものと考えられ
る。後続の『翰墨全書』や『新増説文韻府群
玉』等、浩瀚かつ、明版によって多数もたら
された書目が、需要の存在にも関わらず版刻
されなかった理由も同様であったと考えら
れ、中世後期以降は唐本による普及が、実際
の需要を満たす選択肢として、ある程度有効
だったことを示している。 
このように、元明時代の出版情勢を遠景と
しつつ、広範の記述やその更新を求め、書目
の交代を行った事例が、『方輿勝覧』に認め
られた。 
また中世における祝穆編書の受容の有り
様は、編成の枠組みそのものを抽出して学事
に供する等、書目よりも知識の体系化を準的
とする傾きが感得された。 
旧鈔本時代に行われた『藝文類聚』や『初
学記』等、既にいわゆる類書の利用とその模
倣は、日本漢学の重要な一過程であったが、
宋初に李昉等の編集した『太平御覧』が、平
安末以降に多数舶載されたことは、我が国に
版本に基づく学問を形成する先駆となった。 
しかし南北朝頃から、その主体は、朱子学
の成立による学界再編後に、朱熹直弟と称す
る祝穆が編集した『事文類聚』に、その地位
を譲っている。また、韻目によって分類され
た韻書の『古今韻会挙要』や、韻分けの類書
『韻府群玉』『氏族大全』等や、先に述べた祝
穆編集の『方輿勝覧』が、地理別の類書であ
るなど、版本受容本格化の段階に至ると、浩
瀚な本文を有効に整理分類した編著が歓迎
され、中世日本漢学の一潮流を成すに至る。 
この種の要求は、学問の普及した宋末以降
の出版書目をも特徴付けるが、書物を通じた
学習を基調とする日本漢学では、そうした要
求が一層強く、韻書を機軸とする韻類書の他、
意義分類の総集等も同様に歓迎された。 

中世に重んぜられた総集の一『千家詩選』
は、そうした要求によく応えた書目の一であ
り、日本僧江西龍派の編んだ『新選集』は、
この『千家詩選』や、他の類書に倣って編目
を立てたことが知られるが、北京大学図書館
と慶應義塾大学斯道文庫に分蔵する『千家詩
選』の〔宋末元初〕刊本は、版本の餘白に『新
選集』からの例詩の増補を加え、その他『翰
墨全書』『詩人玉屑』等の宋元間の編書から
も詩篇を加えている。 
これを要するに、当該の伝本は、分類門目
を骨格として、本文の集約を行ったものであ
り、室町期に於ける日本漢学の傾向をよく体
現している。こうした編著の質的普及は、こ
のたびの研究によって捉えられた、副産物と
しての成果である。 
また祝穆の『事文類聚』は、日本で受容さ
れた宋末の編著の中でも、格別に大きな規模
を誇り、詩文総集の機能をも兼ねた編著とし
て、南北朝以降の日本でも人気を博した。そ
の本文は、室町期以前には、専ら元泰定３年
（１３２６）廬陵刊本を以て行われ、五山版
等、日本に於ける複製が為されなかったこと
は、『方輿勝覧』に同様である。 
ただ本書の場合、性理学の普及を背景とし、
明清や朝鮮朝を通じて需要が衰えず、そうし
た版本の度重なる波及が、近世前期の日本の
受容をも惹起した。 
具体的には、明朝を通じ、建陽地方の坊刻
本が少なくとも５種刊行され、司礼監刊本も
行われるに至った。これに続き、万暦３２年
（１６０４）には金陵の唐富春が、従前の６
集本に、遺集を加えた７集本を版刻すると、
この系統にもさらに覆刻版を生じ、明版には
建陽系統６集本と、金陵系統７集本とが並び
行われる情勢となった。 
これを受けた我が国では、江戸初期に、６
集本に基づく朝鮮刊行甲辰字本を摸した、本
邦古活字本が成立した。しかし江戸前期のう
ち、寛文６年（１６６６）に、京の大書肆八
尾勘兵衛が、金陵本の覆刻を行って、本書の
盛行を下支えする。 
この版本は、単なる金陵本ではなく、伝統
的な建陽本を以て校合した点に特色がある
他、各種古典の古活字本に移録され、流通し
ていた附訓を、拾い集めて行間に附する等、
様々の伝流を統合する附加価値も認められ
る。これに対し、延宝５年（１６７７）の石
橋源兵衛刊本は、建陽本を主として、金陵本
から遺集を補い、主要な記事を抄出して張数
を圧縮する等、その普及を重んずる立場から
翻刻を行っている。こうした点には、同じ書
目に対する需要の多様化が、和刻本に反映す
る情況が観察された。これらの和刻本の本文
や、修印過程の詳細を明らかにしたことは、
本研究の基幹的成果の一部である。 
 また和刻本成立の背景に、商業出版の直接



の担い手であった書肆の活動あることは、
『事文類聚』の版刻に対する八尾勘兵衛の役
割に顕著であるが、一方に、本文を校合して
附訓を加える版本の編者が介在し、『事文類
聚』他、数種の書については、藤原惺窩門の
末流に出て、雌伏と出仕を繰り返しながら近
世社会の中に自立していった儒者、菊池耕斎
の活動中に、編集事業の直接の契機を見出す
ことが出来た。 
 総じて、祝穆編書の受容に見る日本漢学の
変転は、近世初における朝鮮版、明版の波及
を受け、性理学の普及に伴う儒者の自立とい
う実情の下に進行し、版本に基づく学問が成
熟して、数種の版本の舶載と、版本を臺帳と
する解釈の流布を前提とし、これらを統合編
集する、重層的、集約的な版本の形成に原因
しており、こうした水面下の変動が、版本に
よる知識の体系化から、漢籍本文の意義を玩
味咀嚼する水準に移っていく背景であると
観察された。 
 こうした点は、従来総論として言及される
ことはあっても、具体的な版本関係や、版本
編集者の活動を前提として実証されたこと
は、ほとんどなかった。今後は、書目を拡げ、
版本複製の重層性と、その背景にも分析を加
え、同趣の事例に検証を施し、日本漢籍の変
転を基底とする、日本漢学史の再構へと研究
を進めて行きたい。 
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